
１ 体力づくりを推進します。
・業間運動や体育的行事の適切な実施
・体育授業の改善とロング昼休みの活用

２ 食に関する指導を行います。
・栄養職員と連携した食に関する指導の充実

３ 健康・安全教育を推進します。
・「早寝・早起き・朝ご飯運動」の推進
・危険予測、危険回避能力の育成

１ 道徳教育を推進します。
・道徳授業の充実，道徳コーナーの設置 ・進んであ
いさつできる児童の育成

２ 体験活動を積極的に行います。
・交流活動や体験的な学習を通して豊かな心や社会
性の育成

３ 児童一人一人の人権を大切にします。
・人権週間の企画イベントを中心とした人権感覚の養
成
・いじめは絶対に許されないという気持ちの醸成

１ 主体的で対話的な授業を行います。
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を
図り、探究的な学びを推進します。

２ 基礎・基本の定着を図ります。
・個別支援の充実とＩＣＴ機器等を効果的に活用した学
習を推進します。

３ 学習の習慣化を図ります。
・家庭学習の実施［学年×10＋10分］
・ノート指導の実施

徳 体確かな学力を育みます 健やかな体を育みます豊かな心を育みます

目指す学校像
・統合した４校の伝統を受け継ぎ、新たな基盤作りに取り組
む学校
・学校教育目標の実現に向けて、職員が主体的組織的に取
り組む学校
・学校運営協議会推進委員会を基盤とした社会に開かれた
学校

目指す教師像
・人間性豊かで、高い使命感のもと教育実践する教師
・児童の多様性を理解し、一人一人に寄り添う教師
・授業改善に向け研修を重ね、より良い学びを目指す教師
・使命感に燃え、やる気と情熱をもった教師
・児童・保護者・地域から信頼され、憧れ慕われる教師

目指す児童像
・自分の夢をもち、実現に向けて努力する子
・お互いを尊重し、思いやりをもってともに支え合う子
・自分で課題を見付け、解決方法を考え、最後まで粘り強く学
習に取り組む子
・マナーを守り、進んであいさつできる子

学校経営の重点①
知

学校経営の重点② 学校経営の重点②

教員の資質能力向上
・児童主体の学習へ授業改善の推進
・自己申告書を活用した教員評価の充実
・資質の向上に関する指標を活用した研修

地域に開かれた学校づくり
・ＨＰでの情報発信 ・学校評価結果の公表
・関係機関、団体と連携した学習活動
・学校運営協議会推進委員会との連携

保幼小中連携
・９年間を見通した指導体制づくり
・教員間、幼児・児童・生徒間の交流の推進
・スタートカリキュラムの充実

働きやすい職場づくり
・協働による同僚性の構築の推進
・「働き方改革推進委員会」を中心とした働き
方改革の推進（目標→45時間超の職員0）
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本県の教育目標

・ひとりひとりの能力を開発し 豊かな人間性をつちかう
・じょうぶな身体をつくり たくましい心を養う
・郷土を愛し 協力しあう心を育てる

いばらき教育プラン
基本理念 「活力があり、県民が日本一幸せな県」
Ⅲ「新しい人材の育成」
茨城県の未来をつくる「人材」を育て、日本一子どもを産み

育てやすい県を目指します

令和８年度 鉾田市立旭小学校グランドデザイン

鉾田市の教育目標
「夢と希望をもち、未来を拓く心豊かな人づくり」

・ひとりひとりの知性を磨き、夢の実現に向けて努力する態度を育てる
・互いの人格を尊重し、共に支え合う豊かな心をはぐくむ
・心身共に健康で、たくましく生きる力をはぐくむ
・郷土を愛し、勤労と責任を重んじ、国際社会に貢献する態度を育てる

自ら学び、心豊かに、
たくましく未来を開く児童の育成

明日に向かい

支え合い

ひたむきに
努力する子

学校教育目標

グループ目標（特別支援部）

一人一人の実態に応じた支援
を通して、自己決定ができ、自
分の思いを伝えることができる
児童の育成

グループ目標（高学年部）
① 誰もが安心して学べる学級づく
りを基盤に、どう学ぶかを自分で
選んで追究する授業の工夫
② 児童の願いを生かした自治活
動の推進

組織目標：探究的な学びの中で「もっと知りたい」を引き出す授業を展開する。
○ 多様な学習の場の提供と興味・関心に応じた授業の展開
○ 自己決定の場の多い授業の展開

取組の視点：①授業づくりで ②環境づくりで ③校務分掌で

グループ目標（中学年部）

児童が主体的に学習に取り組
める課題の設定

～自分たちがめあてを考え、自
分の言葉でまとめられる～

グループ目標（低学年部）

相手の話をよく聞き、自分の
考えを伝え合いながら楽しく
学ぶ児童の育成

す べ て の 子 供 の 可 能 性 を 引 き 出 す 活 力 あ る 学 校 づ く り


